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および時間非依存性操作変数の取り扱いに関する研究 
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【概要】 
今回の報告では、本研究の最終的な変更内容について前回の報告を踏まえて報告した。

本研究におけるシミュレーション研究は、時間依存性操作変数における曝露強度基準の探
索および時間非依存性操作変数による代替可能条件の探索の二つの検討である。前回の報
告ではパラメータ推定における計算負荷の問題を報告したが、この対応として計算方法を
スコア関数の期待値を用いる方法に変更したことを報告した。この変更により所要時間の
問題を解決し、かつ近似手法ではない正確な推定が可能となった。また、別の問題として、
当初検討していた曝露データ生成条件の推定が安定しないことが判明し、この条件変更お
よび変更によって生じる問題点について考察を行った。 
上記変更によってシミュレーション条件が確定したことで、現在本番の解析を実行途中

である。この進捗状況と今後の予定についても報告を行った。 
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